
⼀般社団法⼈ 埼⽟県リハビリテーション専⾨職協会 
令和５年度 第 4 回理事会 議事録 

 
⽇ 時：令和 5 年 9 ⽉ 11 ⽇（⽉）19：00〜19：50 
場 所：オンライン（Zoom） 
参加者予定：11 名（理事 9 名、監事 2 名） 
理事）岡持、伊藤、蛭⽥、茂⽊、⼤橋、平⽥、⾼⽊、駒井、⼤住 

（⽋席：⽔⽥、阿久澤、中辻） 
監事）宇⽥、⽥尻（⽋席：南本） 

司 会：蛭⽥ 
書 記：⼤住 
 
 
＜審議＞ 
第１号議案 ホームページリニューアルの制作費について 【審議 1・資料 1-1.1-2】 
・ 制作費の⾒積もり２パターンを検討。 

 
 

協議内容 
・案１：ホームページの作成、サーバーの契約、ドメインの契約も含めると 60 万。 
・案２：60 万と、微修正、サポート料⾦を含めると 90 万円（単年で 50 万円の⽀払い）。 
 Slack では、中辻さんより案２に賛成。 
 ⼤橋さんより、予算案では 100 万円を計上していますので、736 円超え。 
 予算内で収めるなら、単年で 50 万円ずつ⽀払い 

 
＜決定事項＞ 
・ 案２で承認。 

⽀払い条件については、事務局と調整。 
  
 
 
第２号議案 令和 5 年度介護予防・地域ケア会議基本コース②について【審議 2・資料 2-
1.2-2】 
・ 研修会の承認と講師の選定を検討。 

毎年「POS 三団体主催」で開催しており、下半期の計画となります。 
承認後に、OT ST 講師の選任のご協⼒ください。 



 
協議内容 
・ 特になし 
 
＜決議事項＞ 
・ 満場⼀致で、承認される 
  
 
第３号議案 令和 5 年度介護予防・地域ケア会議実務コース②について【審議 3・資料 3-
1.3-2】 
・ 研修会の承認と講師の選定を検討 
・ 例年開催している「リハ専⾨職協会主催」の研修会の下半期の計画 

 
協議内容 
・ 特になし  

 
＜決定事項＞ 
・ 満場⼀致で、承認される 

 
 
第４号議案 講師規定について【審議４・資料 4】 
・ 講師規定について検討 
・ 前回 PT⼠会の規定をもとに、⽔⽥理事より案が提⽰されたものを事務局で細かいと

ころを検討したものを説明 
・ 施⾏⽇は、本⽇承認されれば令和 5 年 9 ⽉ 11 ⽇となる 
・ OT⼠会は、会員・⾮会員関係なく、同額としてはどうか？ 
・ シンポジスト、ファシリテーター、演習講師の規定（半額）も定めてはどうか？ 

 
協議内容 
・ 岡持さんより、ファシリテーターは事前の打ち合わせから振り返りまで参加している

ので、この提案は賛成。ファシリテーターをしやすくなる。 
・ これまでは、ファシリテーターは１回８⼈程度で、4000 円の⽇当を⽀払い。 
・ 事前の打ち合わせは、⽇当の⽀払いも可能となる。 
・ ファシリテーターが、講師よりも貰う可能性も出てくるのでは？ 

→ 講師も講演後も 1 ⽇参加されているので、4時間以内の扱いも可能か 
→ 半額ではなく、もっと下げるか 



→ それぞれの時間を上乗せしていくのはどうか？ 
  講師＋シンポの⽅式に賛成（駒井さん、⼤住） 
  研修全体を把握しながら、1 ⽇参加されているので賛成（平⽥さん） 

・ 座⻑の設定はどうしますか？ 
→ 今までは無報酬。 
→ シンポジスト、ファシリテーター、演習講師の規定に座⻑も加えては。 

 
＜決定事項＞ 
・ 講師料は、会員と⾮会員は同額とすることを満場⼀致で承認。 
・ 座⻑・シンポジスト、ファシリテーター、演習講師は、講師料の半額をお⽀払いする

ことを満場⼀致で承認。 
→ 本⽇中に清書し、slack に掲載します（⼤橋さん）。 

 
第５号議案 旅費規定について【審議 5・資料 5-1.5-2】 
・ 旅費規定について検討 
・ 前回 PT⼠会の規定をもとに、⽔⽥理事より案が提⽰されたものを事務局で細かいと

ころを検討したものを説明 
 
協議内容 
・ 宿泊料は、1 万円が妥当ではないか。 

1 万円で⾒つからなければ、理事会で検討も必要。理由書で対応もできる。 
・ 修正があれば、理事会でその都度検討  

 
＜決定事項＞ 
・ 満場⼀致で、承認。 

→ 本⽇中に清書し、slack に掲載します（⼤橋さん）。 
 

 
その他 
 緊急動議はなし。 
  
 
＜報告・連絡＞ 
１．次回の理事会は、11 ⽉ 13 ⽇（⽉）19:00-20:00 
２．基本コース、実務コースの OT ST の講師の選出は、各団体の地域包括ケア推進部⻑

で進める。決定の際は、Slack で報告（もしくは駒井さんに連絡） 


